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財
政
の
体
力
と
複
合
災
害

へ
の
備
え
は
大
丈
夫
か

市
長
は
戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
周
辺
住
民
へ

保
安
林
伐
採
の
説
明
を
せ
よ

公
助
の
あ
り
方
、
堀
水
路
の
浸
水
対
策
と

適
切
な
管
理
計
画
を

無
　
所
　
属
　
　
　
古
木
　
勝
久

一
　
災
害
対
策
に
つ
い
て

問　
令
和
元
年
の
台
風
第
19
号
に
よ
る

堀
山
下
地
区
の
被
害
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
堀
水
路
が
土
砂
や
流
木
な
ど
で
ふ

さ
が
れ
、
こ
の
地
区
に
水
が
溢
れ
、
７

件
の
床
下
浸
水
の
被
害
が
発
生
し
た
。

問　
平
成
25
年
12
月
に
地
元
自
治
会
か

ら
堀
水
路
の
適
正
な
管
理
に
関
す
る
要

望
書
が
出
さ
れ
、
市
は
「
水
路
の
流
れ

に
注
意
し
な
が
ら
経
過
観
察
す
る
」
と

回
答
し
た
。
し
か
し
被
害
が
出
て
し
ま

っ
た
こ
と
は
、
注
意
を
怠
っ
て
き
た
か

ら
で
は
な
い
の
か
。

答　
注
意
を
怠
っ
て
き
た
と
は
考
え
て

い
な
い
が
、
堀
水
路
両
岸
の
※
保
安
林

を
管
理
す
る
県
と
連
携
す
る
こ
と
が
大

公
　
明
　
党
　
　
　
中
村
　
英
仁

一
　
※
Ｍ
Ｃ
Ｉ
・
フ
レ
イ
ル
対
策
に
つ

い
て

問　
フ
レ
イ
ル
と
Ｍ
Ｃ
Ｉ
へ
の
本
市
の

対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
は
令
和

元
年
度
か
ら
対
策
を
強
化
し
、
講
演
会

や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を
行
っ
て
い
る
。

Ｍ
Ｃ
Ｉ
に
対
し
て
は
脳
の
健
康
教
室
や

個
別
相
談
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

要
望　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
力
を

得
て
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
・
フ
レ
イ
ル
の
周
知
に

一
層
努
め
て
ほ
し
い
。

二
　
看
護
・
介
護
人
材
の
確
保
に
つ
い

て問　
２
０
２
５
年
に
は
看
護
職
・
介
護

職
共
に
大
幅
な
人
材
不
足
が
想
定
さ
れ

て
い
る
が
、
本
市
に
お
け
る
人
材
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
看
護
人
材
の
確
保
の
た
め
、
医
師

会
と
連
携
し
、
修
学
資
金
な
ど
の
貸
与

を
行
っ
て
い
る
。
介
護
人
材
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
資
格
受
講
料
の
助
成
や
本

市
独
自
の
研
修
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

要
望　
コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
福
祉
に
関
わ

日
本
共
産
党
　
　
　
露
木
　
順
三

一
　
名
水
は
だ
の
富
士
見
の
湯
高
温
水

漏
れ
等
の
設
備
不
具
合
に
つ
い
て

問　
オ
ー
プ
ン
し
て
１
年
間
の
瑕か
し疵
担

保
責
任
期
間
中
に
、
敷
地
内
の
マ
ン
ホ

ー
ル
周
辺
か
ら
蒸
気
が
発
生
す
る
な
ど

の
異
常
を
確
認
し
た
が
、
掘
削
調
査
な

ど
を
し
な
か
っ
た
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
に
お
い
て
異

常
が
な
く
、
そ
の
後
判
明
し
た
高
温
水

漏
れ
な
ど
の
不
具
合
は
予
測
も
確
認
も

困
難
で
あ
り
、
掘
削
な
ど
の
調
査
が
必

要
と
の
考
え
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

二
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
に
つ
い
て

問　
静
岡
県
富
士
宮
市
で
は
、
基
準
を

創
　
和
　
会
　
　
　
阿
蘇
　
佳
一

一
　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て

問　
国
の
借
金
１
１
５
９
兆
円
、
県
の

借
金
は
４
・
５
兆
円
。
令
和
３
年
度
は

横
浜
市
も
約
９
７
０
億
円
財
源
が
不
足

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
本
市
の
市
税
収

入
の
予
測
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
個
人
市
民
税
が
約
14
億
円
、
法
人

市
民
税
が
約
２
億
円
、
市
税
全
体
で
は

約
19
億
円
の
減
少
で
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
時
と
同
程
度
の
減
収
の
見
込
み
。

創
　
和
　
会
　
　
　
福
森
　
真
司

一
　
市
有
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

問　
市
有
地
は
市
民
の
貴
重
な
財
産
で

あ
る
。
有
効
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
購
入
希
望
が
な
い
市
有
地
は
、
少

し
で
も
歳
入
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
積

極
的
に
貸
し
付
け
を
進
め
て
い
る
。

要
望　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済
状
況
な
ど

に
よ
り
、
今
後
歳
入
の
減
少
が
予
想
さ

れ
る
。
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
広
く
周

知
し
、
歳
入
確
保
に
努
め
て
ほ
し
い
。

二
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問　
寄
付
者
や
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
、

本
市
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
取
り
組

み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
し
、
本

市
特
産
品
の
魅
力
を
発
信
す
る
ほ
か
、

関
係
部
署
と
連
携
し
て
、
市
内
の
魅
力

あ
る
工
業
製
品
を
発
掘
し
、
返
礼
品
と

し
て
の
登
録
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

要
望　
コ
ロ
ナ
禍
で
業
績
が
悪
化
し
て

い
る
市
内
事
業
者
へ
の
支
援
と
し
て
、

返
礼
品
登
録
制
度
を
使
っ
た
市
内
製
品

の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
事
業
者
の
業
績
回
復

切
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

問　
こ
こ
は
過
去
に
も
水
害
歴
が
あ
る
。

水
路
管
理
者
と
し
て
適
切
な
管
理
計
画

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
堀
水
路
の
保
全
は
大
き
な
問
題
で

あ
る
。
県
と
も
連
携
し
て
災
害
対
策
が

講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

二
　
図
書
館
事
業
に
つ
い
て

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
予
防
対
策
と
し
て
貸
出
冊
数
の
拡
大

や
期
間
の
延
長
な
ど
の
取
り
組
み
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
適
合
し

た
新
た
な
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
取

り
組
み
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
令
和
元
年
12
月
か
ら
２
年
１
月
に

図
書
館
シ
ス
テ
ム
に
不
具
合
が
生
じ
た

満
た
す
希
望
者
は
何
度
で
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
受
検
で
き
る
。
感
染
不
安
軽
減
の

た
め
、
本
市
で
も
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

答　
国
や
県
の
見
解
を
注
視
し
た
い
。

三
　
防
災
と
災
害
対
応
に
つ
い
て

問　
戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い

て
、
北
地
区
を
自
然
災
害
か
ら
守
っ
て

き
た
矢や

坪つ
ぼ
沢
の
※
保
安
林
を
伐
採
す
る

の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
い
ま
だ
に
実
施

さ
れ
て
い
な
い
権
利
者
を
含
め
た
地
域

へ
の
説
明
会
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
矢
坪
沢
整
備
は
地
域
の
水
害
な
ど

の
予
防
に
な
る
と
考
え
る
。
戸
川
土
地

区
画
整
理
準
備
組
合
の
総
会
前
に
説
明

会
の
可
否
や
方
法
な
ど
を
調
整
し
、
地

問　
兵
庫
県
明
石
市
長
は
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
緊
急
対
策
に
つ
い
て
、
自
ら
直

接
、
市
民
の
声
を
聞
き
、
経
済
対
策
な

ど
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
茅
ケ
崎
市
は

中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
本
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　
市
民
の
声
を
積
極
的
に
聞
き
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
立
ち
向
か
う
と
と

も
に
、
中
長
期
的
な
視
点
を
も
っ
て

「
新
た
な
日
常
」
の
実
現
に
努
め
た
い
。

二
　
複
合
災
害
に
対
す
る
備
え
に
つ
い

て問　
首
都
直
下
型
地
震
は
30
年
以
内
の

発
生
確
率
が
70
％
と
言
わ
れ
、
本
市
で

も
死
傷
者
７
２
０
人
の
被
害
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。
①
避
難
所
の
感
染
症
対
策
、

②
防
災
備
蓄
倉
庫
の
活
用
、
③
自
家
用

車
で
の
避
難
や
車
中
泊
対
策
、
④
上
下

水
道
の
耐
震
化
の
状
況
は
、
ど
う
か
。

答　
①
消
毒
や
段
ボ
ー
ル
間
仕
切
り
な

ど
衛
生
環
境
向
上
に
努
め
る
、
②
計
画

的
な
備
蓄
、
更
新
を
図
る
、
③
協
定
締

結
事
業
者
な
ど
の
敷
地
を
確
保
し
た
、

④
水
道
の
基
幹
管
路
の
約
40
％
、
公
共

下
水
道
の
重
要
管
き
ょ
は
約
73
％
が
耐

震
化
済
み
。
令
和
７
年
度
ま
で
に
そ
れ

ぞ
れ
55
・
６
％
、
１
０
０
％
と
し
た
い
。

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

三
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
工
業
支
援
に

つ
い
て

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
は
、
本
市
経
済
に
非
常
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
が
、
本
市
と
し
て

の
工
業
支
援
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
新
製
品
・
新
技
術
開
発
を
支
援
し
、

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
な
げ
て
も
ら
う

た
め
に
補
助
対
象
事
業
を
拡
充
し
た
。

要
望　
庁
内
の
横
の
連
携
を
図
り
、
市

内
の
も
の
づ
く
り
が
元
気
に
な
る
よ
う

支
援
に
努
め
て
ほ
し
い
。

フレイルチェック測定会

抜本的な災害対策を見据えた計画を
（写真は、浸水被害を受けた堀山下地区）

地域住民の災害への不安解消を
（写真は、上空から見た矢坪沢周辺）

複合災害への備えを万全に
（写真は、令和元年度避難所運営訓練）

庁内連携を図り、市有財産の有効活用を
（写真は、なでしこ運動広場）

秦
野
の
未
来
の
た
め
に
問
題
意
識
を
共
有
し

課
題
解
決
を
第
一
に
庁
内
の
連
携
を

未
来
の
た
め
に
看
護
・
介
護
人
材
を

確
保
す
る
対
策
をる

人
は
最
前
線
で
奮
闘
し
た
。
人
材
の

確
保
に
向
け
て
、
看
護
・
介
護
を
志
す

人
へ
就
業
奨
励
金
や
継
続
勤
務
奨
励
金

制
度
を
創
設
し
て
ほ
し
い
。

三
　
奨
学
金
返
還
支
援
に
よ
る
若
者
移

住
・
定
住
化
に
つ
い
て

問　
他
市
町
村
が
行
う
、
奨
学
金
返
還

支
援
に
よ
る
若
者
の
移
住
・
定
住
化
施

策
を
本
市
で
も
導
入
で
き
な
い
か
。

答　
先
進
事
例
を
参
考
に
、
関
係
部
局

と
連
携
し
、
施
策
の
研
究
を
し
て
い
く
。

要
望　
若
者
が
住
み
続
け
た
い
街
と
な

る
よ
う
検
討
を
進
め
て
ほ
し
い
。

が
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
な
ど

に
報
告
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　
報
告
す
べ
き
で
あ
っ
た
し
、
今
後

は
危
機
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

※ＭＣＩ…軽度認知障害という意味で、記憶、決定、理由づけ、実行などの認知機能のうち、１つの機能に問題が生じているが、日常生活には支障がない状態のこと
※保安林…水源のかん養、土砂の崩壊その他の災害の防備、生活環境の保全・形成など、特定の公益目的を達成するため、農林水産大臣または都道府県知事によって指定された森林のこと

用語解説

域
の
合
意
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

問　
災
害
有
事
に
お
け
る
消
防
対
策
本

部
長
は
消
防
長
で
あ
る
が
、
直
近
の
人

事
異
動
に
よ
り
消
防
署
長
と
兼
任
と
な

っ
た
。
有
事
の
消
防
機
能
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
早
急
に
適
切
な
配
置

と
す
べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。

答　
重
要
性
は
十
分
承
知
し
て
い
る
。

議 会 の 動 向
○８月 17日（月） ・議会運営委員会　　・市議会第２回臨時会
   ・代表者会議　　　　・議員連絡会
   ・議会全員協議会　　・議会運営委員会
   ・議会報告会検討会
  26日（水） ・議会運営委員会
  31日（月） ・議案送付
○９月 ２日（水） ・議会運営委員会 【傍聴者数１人】
  ４日（金） ・追加議案送付
  ７日（月） ・代表者会議
   ・臨時議員連絡会
   ・市議会第３回定例会開会 【傍聴者数１人】
   ・代表者会議
   ・議会運営委員会
  ９日（水） ・本会議（議案審議） 【傍聴者数１人】
   ・予算決算常任委員会
   ・代表者会議
   ・議会運営委員会 【傍聴者数１人】
  14日（月） ・予算決算常任委員会（決算分科会）
    【傍聴者数４人】
  15日（火） ・予算決算常任委員会（決算分科会）
  16日（水） ・予算決算常任委員会（決算分科会）
    【傍聴者数１人】
  17日（木） ・予算決算常任委員会（決算分科会）
  23日（水） ・総務常任委員会 【傍聴者数１人】
   ・予算決算常任委員会（総務分科会）
  24日（木） ・文教福祉常任委員会 【傍聴者数10人】
   ・予算決算常任委員会（文教福祉分科会）
  25日（金） ・環境都市常任委員会 【傍聴者数７人】
   ・予算決算常任委員会（環境都市分科会）　
  29日（火） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数36人】
  30日（水） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数39人】
○10月 １日（木） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数23人】
   ・代表者会議
  ６日（火） ・議会運営委員会
   ・予算決算常任委員会
   ・市議会第３回定例会閉会 【傍聴者数２人】
   ・議会運営委員会 【傍聴者数１人】
   ・議会報編集委員会
  ８日（木） ・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第３回定例会
  16日（金） ・代表者会議　　　　・議員連絡会
  26日（月） ・議会運営委員会
○11月 ６日（金） ・代表者会議　　　　・議会報編集委員会
   ・議会運営委員会
  12日（木） ・代表者会議


